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手術手技シリーズネIll経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメスー

『
登場人物紹介

古 沢 先 生
前立腺全摘除術に長けた名医。「仏の古沢」と呼ばれているが≦
亡き親友の息子高杉くんを一人前の医師にする為、鬼の古沢と
化す。鍵
高杉慎作
古沢先生のもとで医師の勉強に励む新入医局員。古沢先生の鬼
のシゴキの真意を知らず、嫌われていると誤解しつつも､懸命に
努力する。

桜けい
優しくてしっかり者の女の子。姉御肌でみんな
の信頼も厚い、密かにリーダー的な存在。

本 田 た か し
仲間思いの好青年。怒られ
てばかりの高杉くんを心配
し、落ち込まないようにと
いつも気を配っている。

松 野 さ ゆ り
明るく元気な女の子。やや
天然のところがあり､素直な
発言から時に高杉くんをグ
サリと傷つけることがある“

言し》
き-、
言し》
き-、 -

あ ら す じ
古沢先生の、そして亡き父の遺志を継ぎ、医者の道を
逼進していく決意を固めた高杉先生。
古沢先生の元を巣立ち、１５年の月日が流れたある日、
再び、若き日に研修を行ったあの病院へ戻ることとなる。
｢受け継がれるメス」全1 0話の最終話。
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手術手技シリーズ神経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメスー
一

ご愛読ありがとうございました
／ 、

今回で「神経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメスー」は終了と
なります。長らくご愛読頂きありがとうございました。

高杉先生は長い研修期間を経て、立派な指導医へと成長しました。
これからは、古沢先生の「意志」を引き継いで輝かしく活躍していくこ
とでしょう。

さて、「意志」といえば、企業においては「経営理念」が相当します。
タケダでは、「優れた医薬品の創出を通じて人々の健康と医療の未来に
貢献する」ことを経営理念として掲げています。

そして、タケダを取り巻くあらゆる人々との間に強い信頼関係を築き
事業を発展させていくことで、経営理念を世界で実現していくことを目
指しています。

先生方の平素からの多大なるご支援に感謝申し上げますと共に、今後と
もご支援賜りますようお願い申し上げます。

、 ノ
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Ｉ手術手技シリーズ神経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメスー
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企画

武田薬品工業株式会社
医薬営業本部マーケティング部
〒１03-8668
東京都中央区日本橋２丁目１２番１ ０号
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･NipponRinshoVol65，SuppllO,２００７P312-P316
･「新泌尿器科手術のための解剖学」メジカルビュー社
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